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付
録
＞

若
沖
の
「
群
鶏
憫
に
に
私
自
身
の
愉
快
な

冒
険
を
見
出
す
日
木
画
家
下
村
良
之
介

中
国
絵
画
と
日
本
画
と
の
折
衷
に
『
と
め
て
一

大
画
派
を
成
し
た
文
晃
は
、
ま
た
諸
国
遍
歴
の

う
ち
に
地
方
と
中
央
の
文
化
の
交
流
に
も
力
を

尽
し
た
。
現
在
、
各
地
に
散
在
す
る
多
謎
の
作

品
も
伝
達
者
・
指
導
者
と
し
て
の
文
龍
を
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

〈
付
録
＞

み
ち
の
く
を
旅
す
る
若
き
文
昴

福

島

大

学

磯

崎

康

彦
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8
本
の
美
樹

監
修
／
文
化
庁

国
立
博
物
館
（
東
京
・
京
都
・
奈
良
）

伝
統
の
枠
か
ら
大
苔
く
羽
ば
た
苔
、
独
自
の
絵
画
世
界
を
構
築

し
た
異
端
の
画
家
、
若
沖
。
そ
の
執
拗
な
ま
て
の
観
察
眼
、
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
視
線
、
そ
し
て
彼
の
描
く
濃
密
精
彩
な
空
間
は

新
し
い
時
代
の
到
米
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
f

鬱既刊のこ｀案内

ー
ー
時
代
別
絵
画
シ
リ
ー
ズ
ー
ー

飛

鳥

・

奈

良

絵

画

百

橋
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穂

平
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絵
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戸
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英国 芸術。図書館庁にて

ウィルディンク長店（中央）、ストーン次長（左）ど '/・ 、C

の
諸
機
閏
（
い
た
め

確
保
し
、
補
助
金
と
し
て
配
分
す
る
こ
と
に
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

邑
一
に
、
サ
・
ソ
チ
ャ
ー
さ
ん
り
率
い
る
現
在
幻
俣

守
党
政
楕
は
、
文
化
の
探
興
策
に
つ
い
て
は
、
後
て

述
べ
る
民
活
路
線
は
別
と
し
て
新
し
い
移
極
的
施

箔
を
考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
と
い
う
ご
と
て
応
竺

ヮ
．
i
ル
テ
，
r

1

ク
長
官
の
言
を
借
り
る
と
予
路
の
変

化
は
「
マ
ー
ジ
ナ
＂
9

．
な
も
n
｛
で
し
か
ら
ご
＼
し
、
政
策

と
言
う
ほ
と
の
変
化
は
想
完
さ
ね
て
い
な
い
わ
け
て

も
る
。曼
二
に
「
文
化
政
策
」
と
い
う
言
葉
は
、
文
化
の

方
向
付
け
と
い
う
感
じ
を
伴
い
、
必
ず
し
も
テ
ラ
ス

芸
術
・
図
書
飼
庁
と
は

•~ •• •ー· i 3― 

ヨーロッパを旅して
一英国の芸術・文化支援体制一

文化庁長官 大崎

(1) 

仁

わ
が
国
の
文
化
振
興
の
あ
り
方
を
あ
れ
こ
れ
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
欧
米
諸
国
の
実
情
、
特
に
芸
術
と

映
像
文
化
の
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
、
実
地
に
触
れ

て
見
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
占
＇
ン
シ
ル
の
お
読
い
か
あ
っ

た
の
を
好
機
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
し
、
帰
述

駐
日

E
C
委
員
会
代
表
部
の
お
す
ず
め
を
受
け
て
一

ラ
！
＇
セ
几
の
四

cし
本
部
に
克
寄
り
、
ペ
リ
経
由
で
帰

同
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
＇
i
へ
月
六
日
、
海

外
経
験
豊
富
な
岐
辺
文
化
普
及
課
反
と
二
入
で
、
五

年
ぶ
り
の
ヨ
ー
ロ
ッ
ペ
ヘ
と
旅
立
っ
だ
わ
け
で
あ
る
C

プ
リ
テ
ィ
＂
、
シ
ュ
・
カ
舌
ン
シ
ル
の
手
厚
い
御
配
慮
、

，
ー
奇
リ
ス
の
山
崎
大
使
、
ロ
フ
シ
ス
の
本
野
大
使
、

ベ
ル
ぎ
ら
加
藤
大
防
は
し
め
、
各
地
の
日
本
大
使

館
5
皆
様
、
特
に
，
支
部
省
＇
『
＇
ら
白
向
し
て
い
る
f

,
4

キ
り
ズ
の
村
田
、
『
ニ
ン
ス
の
木
苦
両
君
t
い
行
届
い

た
師
完
蓼
訪
問
先

c
諸
腕
関
の
着
様
L

い
親
切
な
御

応
対
、
さ
ら
に
は
、
市
川
文
几
記
画
宜
森
璽
専
門

職
貝
は
！
，
岳
文
几
汀
i
口
関
係
者
の
周
到
な
事
前
準
俯

の
お
蔭
て
、
各
同

□訪
問
は
‘
き
わ
め
て
充
実
ー
'
i

た
ま
た
長
し
い
も
の
こ
な
っ
だ

も
と
よ
り
、
短
昆
間
の
評
問
で
ど
こ
ま
で
本
当
の

と
こ
ろ
が
つ
か
め
た
か
菱
間
で
ま
る
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
皆
椋
へ
の
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
現
地
て
の

見
聞
の
団
峻
と
記
憶
的
訪
問
先
で
い
と
だ
い
た
資
料

で
袖
な
い
な
が
ら
御
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ダり
4

9

．
ー
ジ
を
4

・

！

＞

こ
と
で
あ
る
、
後
で
ブ
一
↓
'
[
セ
ル
乃

E
C
}
本
部
を
訪

問
し
た
時
、
話
望
に
出
し
だ
ら
、
｀
メ
よ
ィ
リ
ス
人
の
幹

部
職
畏
は
、
「
文
化
」
あ
る
い
ぷ
・
文
化
政
策
」
と
聞

＇
，
へ
と
｀
・
イ
ぶ
リ
ス
で
は
、

4

・
チ
ス
を
連
想
す
る
こ
と

か
主
る
と
言
f
て
い
こ
そ
う
言
わ
訊
て
哀
る
と
文

化
｛
ぐ
tl
l

L

u
i
C

)

と
い
う
言
業
は
余
り
使
わ
れ
ず
六

体
は
芸
術

(
a
r
ts)

で
と
お
し
て
い
る
感
じ
で
忘
る
C

こ
う
し
て
み
る
と
、
地
芽
て
、
着
実
で
、
各
専
門

分
野
ぞ
機
関
、
団
件
の
自
主
性
を
噴
ん
じ
る
，
’
ー
ジ
・
、
11/

ス
の
特
色
が
冷
か
ぴ
上
ふ
ご
て
く
る
。
文
化
政
策
か

政
泊
の
上
で
大
き
な
比
重
一
を
持
ち
、
強
力
な
文
化
通

信
省
か
回
家
王
暮
て
華
や
刀
に
文
化
関
係
の
語
施
誼

4

も
展
開
す
る
r
，
ラ
ン
ス
と
は
対
開
的
て
あ
る
心

芸
術
・
図
書
館
庁
は
確
か
文
部
省
に
相
当
す
る
教

育
科
学
省
に
属
し
て
い
た
は
す
だ
が
と
思
っ
て
尋
ね

る
と
、
以
前
は
そ
：
じ
あ
っ
た
か
、
大
臣
か
教
育
に

重
点
を
置
い
て
芸
術
文
化
に
関
心
か
薄
く
な
り
か
ち

て
あ
る
と
の
批
判
が
出
て
、
三
年
前
に
、
キ
ャ
ビ
ネ
＂
’

ト
・
オ
フ
ィ
ス
つ
ま
り
日
本
の
総
理
府
に
あ
た
る
と

こ
ろ
に
所
属
を
移
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
ぐ
た
だ
し
、

大
臣
は
専
任
で
は
な
く
、
~
政
府
職
只
の
人
事
関
係
の

担
当
大
臣
を
兼
ね
て
い
る
。

関
係
機
関
、
団
体
へ
の
補
助
金
の
配
分
の
ほ
か
に
、

芸
術
・
図
警
館
庁
の
仕
車
と
し
て
ワ
イ
ル
デ
ィ
ン
グ

氏
が
挙
げ
た
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
c

第
一
は
r

文
化
的
遺
産
の
保
護
て
あ
る
。
各
種
の

文
化
遺
産
を
公
共
の
た
め
に
取
得
し
よ
う
ど
す
る
団

．
 

ら
れ
て
い
る
か
、
芸
術
・
図
書
館
庁
は
こ
の
墓
金
に
討

し
て
袖
助
を
行
っ
て
い
る
c

た
だ
し
、
古
代
の
遺
跡

や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
は
環
撹
庁
の
責
任
て
あ
る
3

基
金
に
対
す
る
扱
助
の
ぽ
か
、
菫
要
笑
桁
品
5
海

外
流
出
防
止
も
芸
術
・
図
書
館
庁
の
仕
事
で
あ
る

五
，
i
,
＇
年
以
上
イ
ジ
ャ
．
i
J
ス
に
あ
っ
て
、
二
、
'
‘
r
,
]
(
'
.
)
(
]
‘
-

ボ
ン
ト
以
上
（
い
値
打
の
あ
る
笑
術
品
を
西
外
，
↑
輪
出

す
る
時
に
は
，
‘
迪
南
省
経
由
で
、
芸
術
・
区
薯
館
・
庁

幻
．
承
認
が
必
要
な
し
＇
＼
み
に
な
っ
て
い

5

，
竺
虞
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
翰
出
を
さ
し
と
め
、

巴
内
の
笑
術
館
等
に
そ
札
を
喘
入
す
る
チ
ャ
ン
ズ
を

与
え
令
こ
と
に
な
っ
て
い
合
伺
0
「
び
ま
わ
り

も
こ
の
し
，
9
ヽ
み
の
中
で
一
時
と
め
お
か
れ
た
わ
け
で

あ
る
。第
二
旦
民
活
促
進
で
あ
る
た
一
九
尺
四
年
に
、

企
業
の
芸
術
憶
助
促
進
叶
画
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た

こ
の
新
亭
業
は
、
企
業
か
芸
術
活
動
に
新
た
な
援
助

を
す
る
場
合
に
芸
術
・
図
書
館
庁
も
そ
乃
芸
術
活
動

に
一
定
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
よ
I
J
、
へ
4

業
の
芸
術
援

助
活
動
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
よ
夕
竺
順
調
に

発
展
し
て
い
る
よ
う
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
サ
ッ
チ

ャ
ー
政
慮
下
て
の
唯
一
の
積
極
的
芸
術
支
援
鍛
と
も

言
え
る
C

な
お
、
本
年
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

新
施
策
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
計
画
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
い
う
な
れ
は
、
芸
術
・
図
書
館
庁
が
、
芸

術
団
体
に
代
わ
っ
て
‘
需
要
調
査
や
広
報
活
動
に
の

り
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
広
い
意
昧
で
の
民
活
路

線
の
一
環
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
c

芸
術
・
図
書
館
庁
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策
に
も
責

は
じ
め
に

文
化
庁
に
相
当
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
官
庁
は
、

芸
術
・
図
書
館
庁
(

O

[

fi
c
e
of
 

Arts
 a
n
d
 
L
ib
,
 

r
a
r
ie
s
)

て
あ
る
。
芸
術
・
図
薔
館
庁
は
、
ダ
カ
ニ

ン
グ

□口
の
首
相
官
邸
か
ら
遠
く
な
い
落
ち
着
い
た

建
物
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
建
物
に
、
芸
術
・
図
書
館
庁
長
官
の
ワ
イ
几

デ
ィ
ン
グ
氏
を
訪
ね
る
。
白
髪
で
比
較
的
小
柄
な
'
i

ギ
リ
ズ
紳
上
で
あ
る
。

l
,
1
ジ＼
11

ス
の
文
化
政
策
を
9

か
が
い
た
い
＂
」
と

き
り
出
す
と
「
文
化
政
策
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
遍

け
て
い
る
。
資
金
を
配
分
し
て
い
る
だ
け
だ
：
と
い

う
答
、
＂
人
が
返
っ
て
き
竺
話
を
進
め
る
う
ち
に
、
こ

の
答
え
の
中
に
、
イ
キ
リ
ス
5
文
几
振
興
に
対
す
る

考
え
方
か
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
か
し
で
き

:

C

 

f
 第
i
に
、
文
化
振
興
に
閏
す
る
睾
業
ば
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
、
特
殊
法
入
的
な
独
立
の
機
関
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
古
完
臭
体
的
に
は
、
舞

台
芸
術
羨
伶
文
学
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ツ
・
カ

ウ
ン
シ
＂
｝
（
ど
t
s
C
o
u
n
c
il)

が
、
工
芸
に
（
い
て

は
、
こ
二
、
9
3
,
'

力
｛
シ
シ
n●

(
C
r
a
H
s

0.J
L
旦
il
}

が
、
映
画
に
つ
い
て
は
，
プ
＂
ッ
テ
ー
＇
、
シ
ュ
＇
『

I

几，
4
，
ィ
、
，
ス
テ
ニ
'
,
-
i
i
,
r
(
B
r
itis
h
F
ilm
 

J

n, 

ら
t
u
te)

か
、
そ
仇
そ
札
実
際
へ
い
‘
振
興
事
業
へ
い
企
両

＇
実
施
に
当
た
っ
て
お
n
、
そ
れ
も
わ
が
冗
の
特
殊

法
人
に
比
べ
て
自
主
性
が
か
な
り
強
い
よ
う
で
あ
る
~
＂

中
、
士
的
な
美
術
館
，
博
玲
館
、
図
書
館
も
そ
礼
そ
れ

息
Il
｀
し
て
運
営
さ
庄
い
る

[
`
0
図
書
璧
げ
(
.
,

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
政
策

_--] 2 -~、---



文
化
の

函
．

H
:
r
,
T
i
~
’
’
ー
J
.
T

日

'
d

国
文
化
乙
発
立
地
と
い
わ
且
る
本
県
は
、

れ
る
数
多
く
の
古
墳
群
や
優
札
た
文
化
〗

9
 .. 

9
9
‘

、

．
ま
戸
『
近
代
日
本
炉
黎
咀
期
に
も
r

5

さ
f
し
が

i
J
化
の
各
分
野
な
ど
て
、
そ
の
た
臣
げ
＇

か
し
い
歴
史
か
あ
り
ま
す
こ

は
こ
う
し
た
歴
史
的
‘
．
文
化
的
背
景
を
踏

記
ル
ネ
．
＇
サ
．
，
こ
こ
と
も
い
う
で
き
文

を
め
さ
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
に
「
文
化

の
宣
言
を
県
議
会
で
決
該
し
ま
し
た
C
1

現

は
こ
の
文
化
県
官
一
苧
『
』
を
文
化
行
政
施
策
の

．
．
．
 

ろ
と
し
て
、
文
化
の
杏
り
高
い
r

．
ゆ
と
り

心
の
行
政
一
を
強
力
に
生
進
し
て
い
ま
す
，
5

い
、
躍
動
調
和
を
め
ざ
し
て
設
定
さ
れ

「
四
進
ぐ
ん
ま
計
直
で
は
、
本
県
の
文

策

を

①

文

化

環

境

②

芸

術

文

化

‘

③

三
つ
の
体
系
で
と
ら
え
て
い
ま
す
力
、
本

術
文
化
の
施
策
5
中
か
ら
特
色
の
あ
る
も

し
た
い
と
思
い
囲
す
t
}

歪
化
事
業
団
の
育
成

年
文
化
祭
ー

全
術
文
化
行
政
を
語
る
に
は
、
ま
す
、
財

り

少年文化祭スナップ

伝統芸能（太鼓）を演する少舒たち（月l)橋市民文化会食炉

団
法
人
「
群
宝
県
散
育
文
化
亨
業
団
ー
を
裕
介
し
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
4).-J

県
民
の
物
，
炉
〖
心
の
豊
か
さ
へ
の
改
求
の
高
ま
り

に
応
え
て
い
く
た
幻
に
は
，
行
政
と
：
体
と
な
一
て

活
動
す
る
民
間
団
体
か
必
要
で
あ
り
、
県
は
昭
和
五

1
六
年
四
月
に
、
知
事
を
会
長
と
す
る
：
文
化
亭
業

芸
術
文
化
振
興
室
で
は
、
美
術
館
、
博
物
館
、
自

鑑
賞
機
会
の
提
供
と
参
加
の
促
進

ー
外
国
少
年
少
女
音
楽
公
演
ー

―--15 -・ー・

群
馬
票

社
会
教
育
課
芸
術
文
化
振
興
室

い
地

文
化
の
創
造

団
」
（
昭
和
六
，
L

＇
年
六
月
か
ら

と
改
称
）
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
，

こ
の
事
業
団
の
発
足
に
よ
り
こ
，
れ
ま
で
県
グ
行

政
で
担
当
し
デ
こ
い
た
県
歴
を
は
じ
兌
と
す
る
各
穏
芸

愉
部
門
乃
祭
典
て
あ
る
「
県
民
芸
術
祭
｝
ー
＇
国
民
文

出
祭
に
相
当
す
る
県
の
芸
術
祭
ー

5
亭
業
ど
中
心
こ

各
穏
芸
術
文
化
享
業
を
実
施
し
て
お
り
f
県
民
の
見

る
文
化
ガ
ら
参
加
す
る
文
f
L
（
ロ
ロ
欲
求
に
褐
広
，
ヽ
応

え
て
き
て
い
る
も
の
で
す
¢
昭
和
六
4
，
一
年
度
の
県

民
芸
術
祭
の
実
績
を
み
る
と
、
美
術
、
音
楽
、
特
鱈

演
劇
、
映
画
、
芸
能
文
芸
C
七
部
門
｝
（
＂
＇
万
十
五
秤

目
、
百
十
八
公
演
，
か
石
わ
丸
、
県
民
（
、
三
，
八
に
一
人
、

六
十
五
万
人
か
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
文
化
事
業
団
5
自
王
事
業
と
し
て
、
比

和
五
十
九
年
度
か
ら
企
画
実
施
さ
礼
て
い
る
の
伊
、

｛
，
少
年
文
化
祭
]
で
す
。
個
性
豊
か
で
創
造
性
C
-
•
あ

る
上
州
文
几
の
ほ
り
お
こ
し
を
、
二
十
一
址
r

応
を
担

う
少
年
た
ち
と
と
も
に
進
め
よ
う
と
企
画
さ
訊
と
も

の
で
、
県
内
の
各
地
域
に
伝
承
併
存
さ
れ
て
い
る
郷

土
芸
能
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
明
る
＜
力
強

い
祭
典
と
な
3

て
お
り
、
関
係
者
か
ら
托
手
が
送
h'

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
四
回
目
を
迎
え
た
今
卑
は
、

．． 

自
然
の
宝
廂
尾
瀬
の
玄
関
口
で
あ
る
沼
田
市
に
広
賊

園
立
で
設
立
さ
れ
た
「
利
根
沼
田
文
化
会
館
，
―
て
、

夏
休
み
中
の
八
月
一
i
+
―
―
一
日
（
日
）
に
実
施
さ
虹
ま

一こ。

ー

キ

ー

紐 忍忍砂総総斑鐸蕊繹蛉睾総蕊叙8;“`””フッ9
任
を
持
f
，
て
は
い
る
か
、
基
本
的
に
は
芸
術
と
図
書

館
の
た
め

0
資
金
配
分
機
関
で
名
る
と
い
う
c
T
i
か
現

状
で
あ
ろ
う
｛
，

お
リ
竺
'
叉
の
選
挙
戦
で
各
党
巧
芸
術
揺
興
策
を

報
追
し
て
い
る
ガ
ー
ー
テ
’
ィ
＇
ァ
こ
い
切
り
ぬ
き
を
村
円

君
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
C

そ
れ
に
よ
る
と
、
自
由

党
＇
杜
民
党
連
合
か
芸
術
省
、
労
隅
党
が
芸
術
。
メ

デ
ィ
ァ
省
の
創
設
を
そ
れ
ぞ
れ
提
唱
し
て
い
る
。
そ

の
内
径
は
＇
大
同
小
異
て

r

基
本
は
現
在
巧
芸
術
＇
図

害
館
守
n
仕
亭
に
、
放
送
｀
~
山
氏
版
文
化
産
業
‘
余

暇
活
動
等
応
関
す
る
こ
と
を
加
え
て
省
と
し
よ
う
と

ず
る
も
｛
い
て
あ
る
。
総
選
挙
に
お
け
る
保
守
党

n
勝

利
で
、
こ
れ
ら
（
ぃ
杭
雹
虹
す
入
｀
こ
日
（
：
目
主
見
る
こ

スコットランド芸術評議会事務所にて

`―｀ー‘ン皐務局径（中央）、ビセソト・フリテiソシュ

ガウンシ几．。スコットランド事務所長（左）とともに

保
守
党
政
権
が
民
活
導
入
以
外
に
芸
術
振
興
に
あ

ま
り
柄
極
的
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
、

わ
が
国
に
比
べ
て
そ
の
手
厚
さ
は
見
習
う
べ
き
と
こ

ろ
が
多
い
。

一
九
八
六

I
L
年
り
芸
術
・
図
書
館
庁

n
予
算
領

は
、
約
i
二
偽
二
‘
l
O
C
!
万
ポ
5

ド
、
お
よ
そ
七
六
尺

億
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
年
度
の
文
化
庁
予
蝉
約
三

六
四
億
円
と
単
純
に
比
較
す
る
と
1

一
恰
強
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
よ
り
正
硝
な
比
較
定
す
る
た

め
に
芸
術
。
図
書
館
庁
の
予
算
か
ら
文
化
庁
が
所
管

し
て
い
な
い
図
書
館
関
係
の
予
算
を
除
き
、
文
化
庁

予
算
か
ら
芸
術
。
図
書
舘
庁
か
所
管
し
て
い
な
い
遺

跡
、
史
均
述
造
物
の
深
阿
予
尊
に
祖
当
す
る
予
舜
を

除
い
て
比
較
ず
る
と
、
＂
一
憶
五
、
八

0
0
万
ポ
ン
、
、
八

六
一
九
億
円
対
i
二
万
億
円
で
文
化
庁
予
算
の
約
三

培
祀
と
な
る
。
さ
ら
に
ス
コ
＂
，
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
＇
ー
ル
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
芸
術
・
図
書

館
関
保
て
一

(
1
0
万
ず
、
・
/
9
r
,

、
二
m

]

万
）
億
円
か
別
に

支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
i
,
‘
れ
る
と
‘
わ
が

目
に
比
し
て
人
口
か
半
分
帥
『
国
囚
総
，
紐
産
刀
半
分

弱の、，
4
,

均
汀
・
ス
が
、
芸
術
・
文
化
の
た
め
に
わ
が
国

[
四
倍
近
い
予
算
を
投
し
て
い
る
こ
と
応
な
る
ぐ

"・
 
.A,
キ
t
ll,

0
芸
術
授
助
5
中
心
は
何
と
い
｛
．
て
も

-
r
,
'
9

ソ
・
カ
[

'

r

：
ン
ル
で
あ
る
r

．
芸
術
』
図
書
館
守

四
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
援
助

日
英
文
化
予
算
の
比
較

と
は
な
く
な
っ
心
が
、
芸
術
省

n
創
穀
が
真
剣
な
論

議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
＇
巽
昧
深
い
。

，疵

の
予
算
の
約
五
分
の
二
は
、
ア
ー
ツ
・
カ
ウ
ン
シ
ル

に
渡
さ
れ
る
。
ア
ー
ツ
。
カ
ウ
ン
シ
ル
C
会
長
サ
ー
ー

＇
ウ
ィ
I
J
ア
ム
は
か
つ
て
夕
，

4
ム
ス
の
編
簗
に
当
た

っ
た
こ
と
も
あ
る
言
論
入
で
、
重
厚
な
感
じ
の
老
紳

士
で
あ
る
。
実
際
に
ア
ー
ツ
・
カ
ウ
‘
9
ヽ
、
、
ル
を
切
り

ま
わ
し
て
い
る
事
務
局
長
〇
り
ト
ナ
ー
，
氏
は
若
芍
し

い
活
動
的
な
入
で
、
前
述
り
ガ
ー
テ
ィ
ア
ン
に
も
芸

術
大
臣
と
労
働
党
の
芸
術
担
当
饒
員
の
写
稟
に
は
さ

ま
れ
て
大
き
く
写
真
が
出
て
お
り
、
労
罰
党
は
リ
ト

i
'
ー
氏
の
助
言
に
従
っ
た
か
、
芸
術
大
臣
は
11
・トキ・

ー
氏
の
望
み
を
企
業
か
ら
の
授
助
に
釘
づ
け
に
し
て

い
る
と
書
い
て
あ
r

た。

ア
ー
3

，
・
カ
ウ
ジ
シ
ぃ
よ
刈
ヤ
算
は
こ
の
と
こ
兄
実

笠
的
に
は
横
ば
い
の
よ
う
て
あ
る
か
、
最
遅
‘
，
芸
術

幻
普
及
面
に
撃
点
を
〗
直
い
て
い
る
だ
め
、
ロ
ン
ド
‘
/

を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
伝
統
あ
る
す
、
ー
ケ
ス
ド
ラ

や
劇
団
に
以
前
は
ど
唆
助
（
ご
手
プ
衷
わ
ら
す
‘
i
部

て
深
刻
な
状
況
も
出
て
い
る
よ
う
で
克
る
こ

了
ー
｝
・
・
カ
、
ワ
ン
ン
J
I-
5，
袖
助
対
象
ぱ
‘
ロ
ニ

0
0
以
上
に
も
及
＇
八
で
い
る
か
、
さ
ら
に
、
十
五
い

リ
ー
ジ
云
十
几
。
ア
ー
ツ
・
カ
ウ
，
ノ
シ
ど
ス
コ
、

}
-
―
ン
ド
と
而
ェ
・
9
.
9
1

ズ
5
ア
，
＇
ツ
，

9
7
7

ウ
シ
シ
几

に
も
ア
ー
ツ
；
ツ
凸
，
シ
、
ジ
ル
か
ら
資
金
が
護
さ
八

地
方
公
共
団
体
と
の
協
力
も
含
め
て
、
全
国
的
な
ネ

]
、
ト
・

L
Iー
ク
が
形
成
さ
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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近

江

源

氏

先

陣

館

・

艶

容

女

舞

衣

景

事

紅

葉

狩

7
文

化

庁

i
[
|
|
|
.
1
1
'
,
•
9
1
•
9

i
ー
一

i

-

7

月
文
化
庁
行
事
報
告

令

r

|

|

,

1

,

1

ー

し

7
日
一
．
銃
砲
刀
剣
類
の
至
録
に
関
‘
す
る
連
絵
協
誂
会
（
於
＂
国
立
教
育
会
館
）

1
6
日
＿
・
文
化
財
保
護
審
議
会

認
日
一
・
図
語
審
議
会
総
会
（
第
一
二
回
二
於
｀
不
海
大
学
校
友
会
館
）

[
i
．
エ
I文
化
麿
行
~
予

]
[
1
|
]

I

I

|

.

―
 

3
日
一
・
昭
和
6
2
年
度
文
化
財
建
造
物
修
理
主
任
技
術
者
講
瞥
会
（
於
二
閏
立
敦
宥
会

一
館
）
1
0
日
ま
で

8
日
一
・
文
化
振
輿
会
議
（
中
部
地
区
]
い
｛
：
奈
良
煤
）
9
日
ま
で

1
0
日
一
・
文
化
振
興
会
統
（
西
部
地
区
）
口
竺
鹿
児
島
累
）
且

H
ま
で

-
•
西
日
本
地
区
国
語
問
題
研
究
協
誤
会
（
り
松
山
市
）
l
l
日
ま
て

1
6
日
l
•
都
道
府
限
宗
教
法
人
事
務
退
当
職
員
研
修
会
（
げ
璽
叢
育
会
館
一

-
1
7い
日
ま
て

旦
」
了
束
日
本
地
区
国
語
問
題
研
究
院
議
会
（
於
韮
前
市
）
認
日
ま
で

ロ

・

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

・

匡

]

速

[

]

口

日

ま

一

□□
`
:
]
:
'
ロ
ロ
ロ

〒
囮
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
C
:
4
の
に

朦
き
ょ
‘
：
せ
い
「
文
化
庁
戸
贄
＇
巌
築
倅
～

ぷ
翫

0
-
,
"
{
-
5
7
1
)
ど
＇
ら
“
＾
も
｛

U

自
目
に
日
（
＇
王

1
幻
[

7

｛日｝

2
0
日
i
，
合
り
昼
夜
狂
言
を
入
誓

礼
秩
九
行
の
文
楽
公
・
似
は
二
部
・
ニ
部
共

に
季
蜘
感
溢
れ
る
大
作
・
ク
ロ
作
を
措
え
て
の

上
演
で
す
"
・

第
一
部
ば
ま
ず
扉
仁
・
悩
喬
両
貌
王
C
•位

争
い
を
題
杓
と
し
た
「
競
伊
勢
物
語
」
か
ら
、

帝
位
相
続
に
欠
か
せ
ぬ
袖
渇
採
し
し
，
、
春
日

の
哩
入
豆
四
罪
・
信
・
天
文
婦
ふ
．．
 
業
平
•
井
節

姫
の
身
替
り
と
し
て
、
信
夫
5
真
の
競
・
公

卿
紀
有
常
に
酋
心
J
訂
た
れ
る
三
段
目
“
王
木

渕
”
“
春
日
村
を
、
仕
大
＇
モ
・
燕
三
、
玉
男

（
紀
有
琶
・
文
雀
了
ぃ
．
よ
し
一
ら
適
役
を

揃
え
て
上
梱
致
し
ま
す
続
い
て
は
代
表
的

な
夏
狂
言
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
“
約
船
三
婦
内

（
津
大
夫
，
団
七
）
ゲ
艮
町
車
戸
を
、
昨
夏

逝
っ
た
立
役
・
荒
物
遺
い
の
名
手
二
世
桐
竹

勘
十
郎
一
周
忌
追
善
ど
し
て
上
演
c

心
坦
児
簑

太
郎
の
団
七
と
、
裟
助
の
義
平
次
の
珍
ら
し

い
配
役
か
輿
味
深
し
と
こ
ろ
て
す
ウ

第
二
部
は
近
江
源
氏
先
陣
館
」
八
ツ
且
‘

「
艶
容
女
舞
衣
」
淮
屋
、
「
紅
葉
狩
」
と
名
作

か
並
ひ
ま
す
C
”
盛
綱
悼
屋
＂
は
十
九
大
夫
。

錦
糸
伊
達
路
大
夫
・
喜
左
術
門
、
王
男
（
盛

曹
演
芸
（
演
芸
場
）

上

席

1
日
i
,
J
O
日

中

席

l

l

日
1

9

C

O

H

▲

東
西
落
語
一
一
人
会
l
l
H
:
6
時

花

形

若

手

演

芸

会

2

1

日

・

1

時

曇

言

楽

し

む

会

2

3

日

。

l
時

国

立

名

人

会

2

6

日

，

1

時

＞
能
楽
二
＇
駄
ケ
谷
能
楽
堂
）

●、.
1
J
寸

競
伊
勢
物
語
上
夏
祭
浪
花
鑑

第
二
部
（
五
時
一

•
3九
月
文
楽
公
演
i
·
小
劇
埒

第
一
部
（
十
二
時
t

あ

し

先

事

報

告

及

び

予

定

翠
＼
＼
急
忽
怠
翠
習
蕊
墨
遥
責
忍
慮
忽
恩
涵
責
庶
ぷ
C
O
3咬
3
a芯
図
忍
忍
C

゜`函

一
幅
の
水
墨
画
の
よ
う
な
r

白
地
に
染
付
の
藍
一
色
で
表
わ
さ
れ
た
氾9

 

妬
櫂
は
、
色
彩
の
濃
淡
や
筆
跡
か
み
ら
九
、
大
胆
な
筆
使
い
で
一
気
に
臨

1

描
か
れ
た
様
子
か
う
か
か
え
る
。
ま
た
、
さ
め
の
細
か
い
白
詑
の
肌
は
一
〇蕊跛

一

冷

た

く

し

っ

と

り

と

し

た

深

ぶ

を

持

4
、
染
付
の
文
様
を
際
立
た
せ
て
／

一

消

澄

で

気

品

を

感

じ

さ

せ

る

c

翠

染
付
は
素
地
に
呉
項
（
コ
バ
ル
ト
顔
料
）
で
文
様
，
忍
描
き
、
そ
か
●
上
焚

一
に
透
明
釉
を
か
け
た
も
の
て
、
多
く
は
白
地
の
器
胎
に
用
い
ら
れ
る
。
露

臨

．．
 

焚

網

＞

＿

磁

器

の

装

飾

方

法

と

し

て

は

基

本

的

な

も

の

て

も

る

か

、

呉

項

に

含

ま

翁

災

」

れ

る

鉄

、

マ

ン

カ

ン

等

の

下

純

物

の

種

類

、

割

酋

焼

成

温

度

等

に

よ

露

醍

：

黒

っ

ぽ

い

色

、

紫

が

か

っ

た

色

、

あ

ざ

や

か

な

藍

色

等

い

ろ

い

ろ

臨

も

綾

に

発

色

す

ら

こ

の

技

法

か

我

か

国

に

伝

わ

「

た

の

成

翁

絞

は
、
磁
器
の
製
造
と
同
し
く
文
緑
・
慶
長
の
役

n
頃
、
忍

翁

「

l

'

1

.

|

|

1

]

朝

鮮

か

ら

渡

来

し

た

陶

上

に

よ

っ

て

て

あ

る

。

翁

翁

蔵

卓

＿

吐

壺

）

詢

一

と

こ

る

℃

、

文

様

畠

息

あ

る

か

、

果

追

に

熟

競

一

、

・

年

術

cm

i

ゼ

。

一

し

文

作

i

二

筋

芙

8

ー
す
と
外
皮
が
裂
け
、
内
に
た
く
さ
ん
幻
稲
予
言
ぞ
虹

翁

籍

年

悠

1

9

代

認

-

i

屯

翁
一
"
-
柘
9
5
1
藤
口
＂
へ
—

.
9．
＼
こ
の
た
め
一
杯
繁
栄

5

象
徴
‘
`
J
さ
ゎ
詰
幽
を
嚢

、
。
一

翁

｛

社

j

近

園

国

31

一
は
し
め
、
中
匡
や
日
本
塁
虹
器
に
も
し
上
且
し
ば
登
場
魯

｀

｀

示

i

'

臼

一

す

る

し

力

し

こ

の

文

様

は

一

｛

れ

ら

己

模

伐

ー

・

・

文

[

L
|
'
.
,
1
•
ー
も
の
で
は
な
い
，
近
藤
悠
竺
は
‘
柘
概
葡
箇
栂
、
'
;

ぶ
臨

蕊

臨

松

等

の

植

物

、

富

士

山

一

こ

は

し

め

し

す

る

止

水

等

、

函

燐

言

苓

嗚

．

料

．

キ

」

羞

こ

了

喜

．

0

7

．

ー

描

．

さ

込

む

こ

と

J

・

ニ

芦
』
ロ
ロ
ロ
]

ふ岳
器
＼
翠
＼
3
3
の
Q
、
、
夏
応
2＼
恩
ふ
忍
ヽ
忽
妥
3
怠ふ忘↑‘岱
C
¥
5

潤
）
文
雀
（
微
妙
）
と
芸
質
に
｀
｛
口
っ
た
没
ど

こ
ら
て
期
侍
て
き
ま
す
。
越
路
大
夭
。
湾
冶
‘

姿
助
（
お
園
）
の
餃
高
C
．
頻
ぶ
礼
て
の
酒

竪
”
は
、
し
っ
と
り
ど
し
た
上
方
情
趣
い
中

こ
時
代
を
超
越
し
た
競
手
：
・
夫
婦
C
哀
梢

を
余
す
所
な
く
拙
き
出
し
ま
す
。
櫛
期
待
下

," 

＼
 

芸
J

ふ
令
そ
の
他
の
公
演
〈
9
月
〉

曾
民
俗
芸
能
公
演
（
大
糾
場
）

日
本
り
太
鼓

上
山
藩
鼓
飴
楽
・
大
江
戸
助
六
尽
叫
』
他

4
日
。
6
時
／
5
日
・
1
時
半

＞
音
楽
公
演
｛
大
閲
堤
一

絣
楽
委
嘱
初
演
一
柳
惹
作
曲

／

古

典

作

品

抜

頭

他2
9
日
・
6
時
半

9
,
:
'
 

?
]
[
E
.
l
a
1
 ＂ 

⑮
T
J
生
嶋
参
・
四
蜘
雨
月
認
日
・
6
時
半

n
—
普
及
公
演

的
月
見
座
却
・
認
＊
江
山1

2日~
o
!
1

時
半

〇
狂
言

m
，翠

国
礼
善
・
給
棒
縛
．
叩
寝
替

2
5
3
日

•
6

時
半

亨
文
楽
劇
場
i
'
文
哀
日
本
僑
）

戒
楽
濫
賞
会

女
，
況
姿
大
＝
よ
い
会

鎌
宮
―
ご
代
記
こ
近
困
河
原
f
い
達
引
•
五

條

橋

5

日

・

2

時

―
第
五
回
ア
ジ
ア
伝
統
芸
能
の
交
流

―
ア
ジ
ア
の
神
・
舞
・
歌
二
大
劇
場
）

□3
中
国
ー
h

雲
南
省
民
放
芸
能
団

ぐ

i
.
]
'
し
ャ
ス
？
ン
1
1
カ
ソ
ワ
ー
リ
ー

一

（

ィ

ス

ラ

ム

歌

謡

グ

ル

ー

プ

）

一
（
い
；
ト
ル
コ
1
1
h

メ
，
ヴ
レ
ヴ
ィ
！
旋
舞
教
団
一

.
0
ア

イ

ヌ

古

式

鋸

踊

連

合

保

存

会

一

-
9
月
9
日
｛
水
）
1
1
2
F
l
（
土
）
一

一
お
問
合
せ

{
o
u三
ー
ニ
ハ
三
ー
四
四
九

0

-

国
際
交
流
基
金
｛

-

0

三
ー
，
屯
＂
へ

0
,
1
0
0
1
1
1
―

日
本
文
化
財
団

広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先

神
式
会
社
き
ょ
う
せ
い
営
虻
課

T
E
L
(
O
)
L
一
ご
六
八
ー
ニ
一
胆
一
ぶ
代
表
）

1
9
9
9
9
9
.
~
•

し

「
文
化
庁
月
報
」
九
月
号

言
四
巻
第
ニ
二
八
号
）

昭
和
認
年
9

月

2
5巴
団
刷
•
発
行

幸
出
~
文
化
庁

〒
阻
東
・
恥
都
千
代
田
区
疫
，
宅
閏
ふ

T
H
"品
埓
"
“
給
・

発
行
所
株
式
会
が
き
ょ
う
せ
い

本
社
i
T
旧
東
京
初
中
央
尻
銀
座

7
丁
目
ー
番
認
妥

営
索
所
lT162
東
京
都
茫
仙
区
西
石
紆
町
祝
番
地

池
話
ら
―
子
二
六
八
ー
ニ
i
四
一
｛
代
表
〉

塚
替
口
座
璽
ぶ
i
Ll

i
六
一
番

印
刷
所
閲
行
政
学
会
即
刷
所

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.
,
e
 

定

価

一

八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

年
間
購
読
料
二
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

----3 0― 



文化庁月報 No

曽狩野
博
幸

比
類
の
無
い
強
烈
な
個
性
を
燃
焼
し
尽
し
た
蒲
白
ー

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
創
造
へ
の
起
爆
力
と
独
自
の

描
法
、
型
破
り
な
言
動
に
彩
ら
れ
た
生
涯
に
鬼
オ
・

癖
白
の
、
真
の
魅
力
を
探
る
。

命
対
談
ゃ
注
目
さ
れ
る
江
戸
の
絵
本

九
州
大
学
敦
授
中
野
三
敏
／
狩
野
博
幸

朧
目
次
悪
趣
昧
の
権
化
葉
白
の
周
辺
，
＇
年
叩
日
の
画
系
，
蔀
白
の
画
歴
と

逸

話

／

無

頼

の

系

譜

『

,

1

_

|

|

'

1

1

ー

，

9
1
]

伊

藤

若

沖

佐

蒜

康

宏

（

発

売

中

）

谷

文

晶

河

野

元

昭

（

発

売

中

）

曽

我

蓋

白

狩

野

博

幸

丞

売

中

）

岩

佐

又

兵

衛

辻

惟

雄

応

発

売

）

英

一

蝶

小

林

忠

（

嗜

発

売

）

冷
泉
為
恭
と
復
古
大
和
絵
中
村
渓
男
日
発
売
）

江

戸

の

狩

野

派

細

野

正

信

豆

発

売

）

鬱
監
修
1
1

文
化
庁

東
京
国
立
博
物
館

京
都
国
立
博
物
館

奈
良
国
立
博
物
館

9--------i 
I 
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密

教

画

石

田

尚

豊

曼

荼

画

濱

田

隆

罪

漢

図

廟

崎

富

士

彦

春

日

権

現

験

記

絵

宮

次

男

水

墨

画

松

下

隆

章

土
佐
光
信
と
紅
蒻
紅
宮
島
新
一

＊

狩

野

探

幽

河

野

元

昭

長

澤

薩

雪

宮

島

新

一

＊

酒

井

抱

一

千

澤

槙

治

江

漠

と

田

善

細

野

正

信

春

信

小

林

忠

仏

教

版

画

菊

竹

享

一

1

時
代
別
絵
画
シ
り
ー
ズ
1

飛

鳥

・

奈

良

絵

画

百

揺

明

穂

平

安

絵

画

有

賀

祥

隆

鎌

倉

絵

画

濱

田

隆

室

町

絵

画

令

沢

弘

桃

山

絵

画

武

田

桓

夫

江

戸

絵

画

I
（
前
期
）
佐
Î
r

木
企
平

江

戸

絵

画

II
（
後
期
）
小
林
忠

ー
ー
肉
筆
浮
世
絵
シ
リ
ー
ズ
1

肉
筆
浮
世
絵
I
（
よ
巳
楢
崎
宗
重
緞

肉
筆
浮
世
絵
II言
5
巳

虐

崎

宗

直

編

肉
筆
浮
世
絵
rn（
贔
巳
楢
崎
宗
重
辮

1

時
代
別
書
蹟
シ
リ
ー
ズ
ー
＇
ー

＊

飛

鳥

・

奈

良

時

代

の

書

松

島

顆

疋

立

乎

安

時

代

の

書

古

谷

稔

＊

鎌

倉

時

代

の

書

木

下

政

堆

＊

室

町

時

代

の

書

堀

江

知

彦

＊

桃

山

時

代

の

書

鬼

澤

恭

三

立

江

戸

時

代

の

書

是

澤

恭

三

〒160新宿区西早稲田2-11-13
駆燿＂

合 03(208) 2251（営業）
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今．
m
言
杞
行
の
主
な
目
口
は
、
イ
キ
り
ス
か
芸
賣

文
t
拒
異
の
汰
訓
ゃ
施
策
企
役
を
た
す
旦
＼
わ
が

国

n
参
考
に
し
文
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
、
同

時
こ
こ

n
儀
会
に
f
数
多
、
・
｛
よ
優
れ
た
映
国
を
生
み

出
し
て
き
た
＇
ー
キ
リ
ス
・
マ
ラ
、
・
／
ス
か
、
映
面
の
振

嬰
に
ど
の
よ
う
な
手
を
打
っ
て
い
る
か
・
デ
守
J
て
き
る
た

け
蒻
べ
て
み
た
，

―
フ
ィ
ル
ム
・
ハ
ワ
ヌ
の
館
長
さ
ん

エ
ン
シ

□っ
て
、
プ
リ
可
イ
，
．
，
シ
ュ
。
力
｀
E
．ノ：／

几
0
．
ス
コ
ソ
ト
ラ
：
卜
諮
問
委
員
会
の
会
長
ニ
ア
ー

サ
ー
王
の
騎
じ
の
末
裔
、
キ
t
ふ
：
＾
口
覇
）
｛
置
任

パ
ー
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
た
お
り
‘
エ
ジ
ン
ハ
ラ
幻
ブ
1

几
ニ
・
ハ
ウ
ス
の
館
長
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
e

か
な

り
の
お
年
と
お
見
受
け
し
た
ガ
‘
映
画
へ
の
愛
情
が

身
休
一
ば
い
に
詰
ま
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
私
が

映
画
に
興
味
を
持
（
．
て
い
る
と
知
る
や
、
ま
ず
i
グ
．

リ
ア
ス
、
：
か
死
ん
だ
LO

と
悲
し
そ
う
な
罰
を
す
る
C

確
か
ド
共
ュ
メ
／
タ
リ
ー
映
画
の
指
導
者
だ
と
思
っ

た
か
、
記
低
が
あ
や
ふ
や
な
の
テ
＼
碓
か
な
方
を
選

ん
で
「
ポ
ー
ル
。
ロ
ー
サ
も
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
た

か
l

と
言
う
と
「
彼
は
も
っ
と
前
に
死
ん
た
。
」
と
さ

ら
に
沈
み
こ
ん
だ
胴
子
に
な
る
。
話
題
を
変
え
て
[
I
i

木
て
は
嗅
一
四
0

い
観
客
か
滅
っ
て
心
記
ら
ご
と
言
う
と

「
本
当
ヤ
ー
・
。
こ
こ
で
は
映
回
霰
客
は
増
え
て
い
て

そ
ん
な
心
配
は
全
，
＇
、
し
『
い
な
い

c

う
ち
（
い
フ
・
，
．
凡

ム
・
ヘ
ウ
ー
；
、
な
ど
は
、
毎
日
人
か
つ
め
か
け
て
い
る
＇
」

と
、
と
た
ん
9

ー
函
子
か
変
わ
一
て
脚
を
は
ミ
。
そ
ん

な
皆
は
な
し
か
と
半
信
半
袋
〇
顔
を
し
て
み
せ
る
う
‘

向
こ
う
は
さ
ら
に
動
じ
な
い
，

翌
日
、
上
園
に
｀
旧
知
の
え
、
ヤ
・
ン
テ
ィ
民
の
家
に

拐
か
れ
た
旦
夫
人
に
尋
ね
て
ェ
る
と
以
前
に
週

末
な
ど
に
家
族
で
近
く
の
映
画
館
に
行
く
光
景
も
よ

く
見
ら
れ
た
か
，
テ
し
ヒ
の
普
笈
で
一
変
し
r
映
圃

館
も
急
速
に
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
落
ち
る

と
こ
ろ
ま
で
落
ち
た
の
で
、
最
近
少
し
上
向
き
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
か
館
長
さ
ん
の
強
気
の
弁
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
で
資
料
を
見
る
と
、
映
画
観
客
数
は
最
盛
斯
の

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
ひ
ど
い
落
ち
込
み
よ
う
だ
っ

た
。
（
日
本
の
場
合
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
ま
て
落
ち

た
r
`
)
し
か
し
、
一
九
八
五
年
に
、
映
回
産
業
が
政
府
の

全
面
的
な
支
援
を
得
て
展
開
し
た
「
英
国
映
画
年
」
の

運
動
に
よ
り
観
客
数
が
そ
の
年
三
分
の
一
も
増
加
し

こ
の
傾
向
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
関
係
者
が
勢
力
し

文

化

庁

長

官

大

崎

生
活
文
化
C

し
べ
几
で
な
く
‘
よ
り
i
般
的
な
文

化
現
象
全
体
に
つ
い
て
、
新
人
穎
は
ど
の
よ
う
に
考

—- } 直 （就業意向度) I 
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て
い
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ジ

二
国
立
映
画
館
と
地
域
映
画
館

ィ
キ
1
1
『
乃
映
画
振
卑
ら
中
心
は
、
何
．
i
，
J
い
っ
て

も
プ
リ
テ
ィ
＂
r
ニ
・
フ
，
ー
＂
ル
ふ
・
イ
ン
ス
ニ
・
＾
デ
ュ

ー
ト
（
以
下
、

7
B
F
Iー
」
と
略
称
ず
る
こ
こ
あ
ろ
し

晨
£
i
i
は
収
入
C

4
バ
{
,
]
パ
ー
＇
セ
ン

1ー
を
政
府
｛
い
縛
助

怠
｝
五
竺
，
て
い
る
特
殊
法
人
て
、
年
間
三
＇
下
伍
円
も

ま
り
の
予
算
と
匹
「
日
百
十
入
（
い
恥
貰
で
、
『
‘
‘
'
,
-
.
9
ル
・
i
.

ア
ー
・
＇
今
で
1
フ
の
設
置
運
営
、
実
験
的
映
画
製
匡
出
版

活
脱
等
多
面
的
な
活
動
を
展
閲
し
て
い
る
か
、
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
芸
術
的
社
会
的
に
謡
要
な
映
泄

の
鑑
貨
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
活
癖
で
あ
る
。

ま
す
そ
⑦
中
心
と
な
一
，
て
い
る
の
が
国
立
映
画

劇
場
の
設
置
運
営
で
あ
る
田
立
映
画
劇
揚
は
、
ロ

ン
11
ン
の
ウ
ォ
タ
ー
ー
几
ー
・
プ
日
ヅ

て
、
二
つ
の
映
面
館
に
書
店
．
ハ
ー
、
レ
ス
ト
ニ
．．
 
ご

も
あ
る
総
合
的
映
画
セ
ン
ク
ー
て
あ
り
、
そ
の
目
的

饂
古
今
東
西
の
優
秀
映
画
の
上
映
に
あ
る
＂
ま
た
、

一
般
観
客
に
は
未
知
の
新
入
監
督
の
紹
介
に
も
力
杢

入
れ
て
い
て
、
黒
沢
、
市
川
、
デ
・
ン
ー
カ
、
ト
1
1
9
,
-

フ
ォ
ー
、
ワ
イ
ダ
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
な
ど
の
巨
匠

の
イ
キ
リ
ズ
で
の
叢
初
の
紹
介
者
だ
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
し
て
い
る
。

国
立
映
画
劇
場
の
存
在
自
体
は
以
前
力
ら
承
知
‘
9
1
.

て
い
た
が
、

B
F
I
の
副
局
長
ス
テ
ィ
汀
ン
ゾ
ン
氏

に
「
こ
の
は
か
に
‘
三
十
四
の
地
域
映
画
館
か
あ
る
二

と
聞
か
さ
れ
た
時
は
、
一
寸
篤
い
た
。
よ
く
聞
い
て

み
る
と
、

B
F
I
が
直
接
設
置
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
？
ヽ
、
地
万
公
共
団
体
や
地
方
芸
術
協
会
な
ど
と
協

力
し
て
設
置
・
援
助
し
て
い
る
非
営
利
、
独
立
の
映

••一·ー・. 1,: -・―̀ •一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
し
て
②

ー
映
画
振
興
策
の
こ
と
な
と
ー

文
化
へ
の
熱
い
ま
な
ざ
し

も
の
に
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
豊
か
な
時
代

の
象
徴
と
し
て
、
入
々
は
モ
／
を
持
つ
こ
と
よ
り
も
、

使
っ
て
楽
し
む
こ
と
の
方
へ
、
価
値
を
見
い
だ
す
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
時
間
を
か
け
て
お
金
を
貯
め
て

モ
J
'
を
i
つ
買
う
よ
り
＼
叫
追
か
な
お
金
で
使
い
た
い

時
だ
け
借
0
た
方
が
得
だ
、
と
い
う
考
え
が
、
レ
ン

タ
ル
商
品
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
忍
。
レ
ン
タ

几
の
レ
コ
ー
ド
•
C
D
・
ビ
デ
す
テ
ー
プ
な
ど
は
そ

の
業
界
を
脅
か
す
ほ
ど
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
未

だ
に
モ
，
、
に
固
執
し
て
い
る
旧
人
類
に
は
、
す
ぐ
に

は
受
け
人
れ
が
た
い

え
て
い
る
の
だ
ろ
ヽ
「
か
。
最
後
に
、
そ
の
点
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。
当
研
究
所
で
は
、
昨
年
、
二
十

代
と
四
十
代
の
男
女
計
四
百
人
を
対
象
に
胴
査
を
し

て
み
た
。

ま
ず
、
文
化
と
企
業
及
び
自
治
体
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
（
図
参
照
）
。
こ
れ
は
①
ど
ち
ら
に
好
感
を
も

つ
か
（
好
感
度
）
、
②
ど
ち
ら
て
慟
き
た
い
か
（
就
業

意
向
度
）
を
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。
一
番
多
か
っ
た

の
は
「
好
感
度
も
就
業
窪
向
度
も
文
化
志
向
L

で
あ

る
A
派
で
七
二
炉
ん
で
あ
（
え
。
つ
ま
り
、
四
人
に
!
i
i

人
は
文
化
重
視
却
で
あ
る
と
い
え
る
c

,
e
j
ら
う
ん
「
好

感
度
も
就
業
意
向
度
も
本
業
志
向
」
で
も
る
C
派
も

―
二
％
は
い
る
＂
こ
れ
に
閂
し
て
は
、
斗
代
差
は
な

い
が
、
男
女
差
知
若
干
あ
る
＂
女
性
り
ほ
う
が
男
性

よ
り
も
A
派
が
多
く
、
C
沢
か
少
な
い
。
と
ち
ら
か

と
い
う
と
、
文
化
且
な
位
に
好
か
れ
て
い
る
四
で
あ

る

心

次
に
、
企
業
が
文
化
に
取
り
組
む
際
に
「
わ
か
り

や
ず
さ
・
一
般
怯
を
霞
綬
す
る
’
べ
き
＇
力
「
先
喘
性
・

前
術
さ
に
重
内
を
お
く
」
べ
き
か
に
つ
い
て
質
問
し

竺
二
十
代
男
庄
に
は
前
衛
廉
が
多
く
、
―
―
し
％
も

い
た
。
詐
も
か
，
＇
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
認
め
る
も

の
よ
り
、
多
少
皮
発
を
買
二
＇
’
f
)
a
,
、
ー
ン
パ
5
;
‘
‘
f
'
の
あ

る
も
の
に
引
か
れ
る
と
い
う
傾
向
で
あ
る
c

自
治
体
｛
い
，
文
化
対
応
に
つ
い
て
は
二
十
什
竺
も

っ
と
即
り
組
ん
で
ほ

L
い
」
へ
全
、
糾
弱
、
＿
現
状
て

1

分
｝
，
か
四
割
、
I

文
比
に
取
り
り
竺
に
必
要
か
か
6
9
い
」
は

わ
ず
か
数
％
で
ち
｛
た
。
・

ま
セ
、
二
十
九
⑦
文
化
ジ
ャ
．
，
り

釜
を
払
'
,
-
J
(
`
j
‘
、
、
J
，
注
』
右
さ
た
い
，
―
‘
竺
二
茫
料
庁
'
]
行
差

た
い
」
、
③
「
無
料
て
も
行
き
た
く
な
い
」
の
三
通
り

の
意
見
を
き
い
て
み
た
。
①
で
一
番
多
か
っ
た
の
は

洋
回
で
七
七
％
゜
②
で
は
パ
フ
す
ー
マ
ン
ス
で
六
五

唸
こ
れ
は
有
料
な
ら
一
バ
迄
0

し
か
行
き
た
い
人
が

い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
興
味
深
い
。
原
宿

の
路
上
の
ぺ
「
・
オ
ー
マ
ン
ス
（
無
料
）
の
影
薯
だ
ろ

う
か
。
関
心
は
高
い
が
金
を
払
う
気
に
は
な
ら
な
い

よ
う
竺
そ
し
て
③
は
民
謡
で
八
五
％
。
同
し
歌
で

も
歌
諦
曲
や
油
歌
は
引
き
合
い
が
あ
る
内
、
に
比
べ
る

と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
数
字
だ
。

最
後
に
「
文
化
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
連
想
す
る

こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
；
芸
術
'
”
や
畔
竿
史
、
＂
伝

鱈
と
い
っ
だ
よ
う
な
墜
実
な
＇
・

1
メ
ー
ジ
‘
ぷ
2

と
り

と
か
り
平
和
’
イ
の
よ
う
に
豊
か
な
時
代
の
落
ち
着
き

の
イ
メ
ー
，
＇
べ
、
入
ぐ
じ
位
を
占
め
て
い
た
。

璧
チ
で
よ
る
限
り
、
彼
ら
は
生
活
文
化
は
か
り
て

な
く
、
漣
粋
文
化
と
い
（
＇
，
，
応
も
の
も
、
か
な
り

5
奸

意
を
も
っ
て
と
ら
、
一
ど
い
る
よ
う
た
。
新
人
類
が
消

費
文
化
の
享
受
者
｛
｀
ゲ
几
マ
ン
）
と
し
て
ば
か
り
で

詮
く
、
世
界
的
な
新
し
い
文
比
｛
い
剖
迭
者
と
し
て
、

立
ち
現
れ
る
こ
と
か
で
き
る
力
ど
う
か
は
、
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
も
一
見
表
団
的
で
は
あ
る
か
、
＇
ぃ
妾
腐

誠
の
高
い
剥
・
＼
類
に
、
将
来
C
日

本

文

化

g4
叩
連
は

か
か
っ
て
い
る
こ
で
あ
る
。

（
博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
研
究
貝
）
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どヽ

文
化
庁
月
報
一
都
道
府
県
の
ペ
ー
ジ
」
の
片
隅
に

嵩
知
県
の
文
化
行
政
を
信
介
す
る
機
会
を
与
ヽ
之
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
や
や
戸
恐
い
を
覚
え
つ
一
ー
，
、
沢
め

て
我
か
県
5
文
化
行
政
，
茫
見
直
す
き
一
，
か
け
と
な
っ

だ
こ
と
に
何
か
し
か
の
意
義
を
認
め
大
い
に
感
謝
し

て
い
ま
ず
。

南
国
土
佐
（
V
J
大
地
は
．
さ
ん
さ
ん
と
恥
り
注
ぐ
白

い
陽
光
｀
冒
肪
前
に
広
か
る
紺
碧
の
湘
、
そ
し
『
盟
ガ

な
山
の
緑
に
培
ゎ
，
乳
、
雄
壮
な
気
質
と
情
感
を
入
々

に
育
ん
て
き
ま
し
た
。
ま
た
f
土
佐
5
人
情
は
、
酒

を
汲
み
交
わ
す
風
情
り
う
ら
に
最
も
臨
翌
瀾
な
形
を
と

っ
て
現
れ
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
土
佐
の
訛
と
相
ま
っ
て

こ
の
上
な
い
機
微
を
奏
で
る
と
い
う
デ
リ
カ
シ
ー
，
忍

秘
め
て
も
い
ま
す
。

県
民
の
文
化
を
考
え
る
際
に
は
‘
こ
う
し
た
風
土

と
こ
れ
か
ら
発
す
る
人
情
に
深
く
思
い
を
致
し
、
文

化
の
土
坑
を
し
っ
か
り
と
見
詰
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

高
知
県
は
東
に
室
戸
岬
、
西
に
足
摺
岬
と
海
岸
線

七
百
余
キ
ロ
に
及
か
厨
形
の
山
と
梅
に
広
く
囲
ま
れ
、

か
つ
て
は
東
西
交
通
の
雌
所
か
い
く
つ
も
あ
っ
た
土

四
桓

m
西
南
端
、
黒
潮
洗
う
景
肪
足
摺
岬
、
ジ
ョ

＇
，
万
次
郎
出
生
の
地
上
佐
清
水
市
に
文
化
庁
の
援
臥

の
下
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル
か
完
成
し
た
の
は
、
五
卜

九
年
五
月
の
こ
と
で
す
。
文
字
述
り
西
部
地
区
の
文

化
活
動
の
発
表
の
拠
点
と
な
る
へ
く
、
素
人
集
団
五

人
に
よ
る
船
出
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
の
数
少

な
い
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
又
、
地
元
の
住
民
が
企
画
・

実
施
す
る
市
民
劇
場
の
場
と
し
て
、
地
区
の
文
化
活

動
の
「
拠
点
」
と
い
え
る
責
重
な
共
有
財
産
と
な
っ

て
い
き
ま
し
4

竺
僻
遠
の
地
で
、
し
か
も
多
忙
を
極

拠
点
記
花
開
く
芸
術
と
こ
れ
を
支
え
る

人
づ
く
り

地
て
す
‘
．
こ
う
し
た
地
理
的
制
約
が
歴
史
的
に
も
高

知
市
（
入
口
（
ら
的
四
割
を
擁
す
。
マ
を
中
核
に
、
東
西

二
阻
レ
フ
の
文
化
構
造
を
生
み
出
し
て
き
た
と
い
え

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
県
民
t
：
文
化
活
動
⑦
全
表
の
場

と
し
て
下
可
欠
な
文
化
施
粒
立
声
四
知
布
と
そ
の
周

辺
焼
に
集
中
し
―
そ
の
収
容
数
も
必
す
し
も
需
要
に

応
じ
き
れ
て
は
い
よ
せ
ん
。
『
郡
部
て
は
大
半
が
公

民
館
な
ど
の
施
設
を
除
き
未
蟄
備
の
扶
態
で
す
。

-15~~--ッ

”
ふ
る
さ
と
に
根
づ
く

活
h
あ
る
文
化
“
の
圃
造

裏
知
票

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

菱忍総紐函総蕊蛉忍総忍忍総蕊忍忍総｀ん”元9,]

両
館
て
あ
る
。
前
述
の
エ
ジ
シ
パ
ラ
・
一
9

.

1

ル
ム
・

ハ
ウ
ス
も
そ
乃
―
つ
で
あ
っ
た
。
こ
n
し
く
み
は
発

展
し
つ
つ
あ
り
、
設
近
で
苓
た
マ
、
•
こ

例
て
は
．
七
C

た
め
に
買
収
改
造
さ
れ
た
ボ
ル
・
9
.

、
映

両
舘
の
元
n
,
,
‘
ト
・
ロ
‘
'
達
か
茫
然
自
失
す
る
は
ど

C

成
功
を
収
め
て
い
る
そ
う
で
あ
る
C

B
F
I
は
こ
札
ら
の
地
域
映
画
館
を
は
じ
め
公
共

施
設
等
に
名
画
を
提
供
す
る
と
と
も
に
各
地
の
映
画

協
会
等

□授
助
に
弩
め
て
お
り
、
文
字
ど
お
り

1
七i,

り
t
.
、
幻
映
画
文
化
を
支
え
て
い
る
と
C
感
が
深
い
。

た
だ
．
戻
面
、
こ
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
快

況
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
も
去
来
し
複
雑
な
気

持
で
あ
る
．
J

三
国
立
映
画
・
テ
レ
ビ
学
校

ロ
：
ド
、
，
郊
外
の
古
い
9

年
に
か
い
た
よ
う
・
，
＂
ょ
町
、

ビ
ー
＇
コ
ン
ズ
・
ブ
，
＂
，

1
|

ル
ド
り
一
角
こ
国
立
映
画

・
デ
、
ビ
学
杖
力
お
ら
，
•
こ
ぅ
字
長
は
、
映
画
、
二
＇

ナショナル・フィルム・シアターにて

（国立映画劇場）

レ
ビ
の
制
作
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
創
造
的
分
野
＇
ー
製

作
、
監
督
、
福
集
、
撮
影
、
脚
本
、
デ
ザ
イ
シ
等
ー

に
つ
い
て
専
門
的
実
践
的
教
育
訓
練
を
行
う
た
め
、

十
年
程
前
に
設
立
さ
れ
た
も
の
て
あ
る
。
特
殊
法
入

の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
て
、
国
と
映
画
。
一
テ
レ
ビ
産

業
が
共
同
で
必
要
経
費
を
援
助
し
て
い
る
c

御
説
明
い
た
だ
い
た
理
事
の
ハ
ヅ
サ
ン
氏
も
映
固

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
本
職
ど
し
て
お
ら
れ
る
か
、
教

貝
の
は
と
＇
ん
ど
が
現
役
の
映
画
人
で
あ
り
、
教
育
方

法
も
映
画
の
製
作
を
実
地
に
体
験
さ
せ
な
か
ら
り
訓

紬
に
謳
点
を
罹
い
て
い
て
、
ほ
ど
心
ど
マ
ン
。
ヅ
ー
｀

マ
ン
の
教
育
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
外
凪
か
ら
の

学
生
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
は

フ
ジ
テ
レ
ピ
関
係
が
送
っ
て
く
る
学
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
一
、
た
。
フ
ー
―
.

r

マ
『
西
ド
、
ー
ツ
、
ア
ー
、
リ
カ
寿
少
な
か
ら
心
国
で
類

似
の
学
校
び
活
動
し
、
国
際
組
織
も
結
成
し
て
い
る

ょ
う
で
、
わ
力
国
も
考
え
な
け
れ
は
と
思
‘
1
,
c
卒
業
生

は
映
画
、
テ
レ
ど
の
双
方
で
交
流
し
な
が
ら
活
躍
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
ゞ

テ
レ
ビ
と
言
え
ば
、
映
画
関
伍
昔
と
話
を
し
て
い

て
よ
＼
出
て
く
る
の
が
「
チ
ャ
ネ
ル
i
」
と
い
う
テ

レ
ビ
の
こ
と
で
あ
る
へ
＿

B
B
C
と
は
別
個
C
独
立
組

織
で
あ
る
力
公
共
性
か
強
く
、
映
画
へ
：
援
助
や
、

完
験
映
画
の
テ
レ
ビ
上
映
な
ど
映
画
の
恨
興
に
も
大

き
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
将
来
り
映
画
と
テ
レ
ヒ

の
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
夏

四
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
振
興
策
な
ど

「
↓
ン
ズ
の
映
画
振
興
の
中
心
は
、
国
立
映
匝
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「

C
N
C
,i
と
玲
稔
す
る
二
で
あ
る
，

こ
れ
は
、
文
化
通
信
省
直
轄
の
国
家
機
関
で
あ
り

映
画
産
業
に
対
す
る
援
助
も
含
め
て
国
の
内
外
に
わ

た
る
映
画
の
普
及
振
興
に
当
た
っ
て
い
る
強
力
な
機

関
て
あ
り
、
映
画
庁
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。

フ
ラ
‘
グ
ズ
の
映
画
は
C
N
Cし
の
強
力
な
支
援
も
あ
）

て
少
な
く
と
も
量
的
に
は
そ
れ
は
ど
の
落
ち
込
み

は
み
せ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
レ
オ
タ
ー
几
文
化

大
臣
の
訪
日
の
際
、
日
仏
映
画
協
力
が
話
題
に
な
っ

た
の
で
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

C
N
C
C
所
長
さ

ん
と
話
し
あ
っ
た
が
、
双
方
の
シ
ス
テ
ム
が
達
い
す

ぎ
る
の
で
、
ど
う
手
掛
り
を
つ
け
る
か
な
か
な
か
難

か
し
い
感
じ
だ
。
イ
ギ
け
ス
て
も
そ
う
で
免
[
た
が
‘

フ
巧
．
，
ス
で
も
映
面
関
係
者
に
限
ら
ず
会
う
入
の
多

．
＼
が
黒
沢
監
賢
の
名
前
と
作
品
を
話
題
に
し
た
。
改

め
て
、
黒
沢
監
督
の
国
際
的
名
声
の
高
さ
に
感
じ
い

る
と
と
も
に
、
映
画
が
回
際
文
流
に
果
す
役
割
n
大

き
さ
を
痛
感
し
た
。

ペ
ー
で
実
質
活
用
で
き
だ
時
間
は
帰
図
当
日
た
け

て
あ
一
．
た
が
、

C
N
C
や
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
を
訪
問
し
‘

ナ
'
J
L
セ
ー
i
c
芙
術
館
を
垣
間
見
た
り
な
ど
し
て
．．
 

今

さ
ら
な
が
ら
一
，
ラ
ン
ス
の
文
比
政
策
の
厚
み
に
圧
倒

さ
礼
る
思
い
で
あ
｛
J
た
。
山
野
大
使
が
口
r

，
ン
ス
の

外
務
省
と
文
化
通
信
省
C
軒
郎
を
招
い
て
呈
食
会
主

催
し
て
下
さ
っ
た
の
で
，
席
上
フ
ラ
ン
ス
か
．
文
化
通

伝
畜
の
強
力
さ
に
放
音
を
表
し
た
。
そ
の
お
返
し
と

い
う
わ
け
て
も
な
か
ろ
う
が
、
レ
オ
タ
ー
ル
，
大
臣
｛
い

訪
日
後
日
本
の
無
形
文
化
吋
制
度
に
学
べ
と
い
う

こ
と
で
、
類
似
の
制
度
湿
入
グ
い
だ
め
の
法
字
を
準
備

中
で
あ
る
と
い
う
話
が
ら
ラ
シ

少
し
は
肩
身
か
広
く
な
っ
た
。

め
る
中
央
の
舞
台
芸
術
（
団
体
）
を
住
民
乃
企
画
で

招
致
し
、
公
演
を
成
功
裡
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
勺
こ
並

大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
t
，
＼
次
の
よ

う
な
全
館
職
貝
乃
感
想
か
ら
そ
の
苦
労
と
言
言

"s-

鵡
を
紹
介
し
ま
す
。

i
劇
団
（
中
央
の
妍
雙
か
ら

{
C
I
問
い
合
ァ
玉
へ
•
C

返
答
に
対
し
て
『
土
佐
溝
水
に
行
き
ま
し
了
r
ノ
f
と

座
艮
か
ら
直
々

□電
話
か
も
っ
た
の
は
公
祇
の
前
年
、

夏
の
終
わ
り
た
（
，
た
。
旗
徽
を
立
て
て
：
9

9

,

'

と
い
う

座
長
の
発
想
に
と
て
つ
も
な
く
で
（
か
い
磐
と
ロ
マ

ン
が
秘
め
ら
れ
て
い
て
、
文
化
会
館
己
職
員
言
四
胎

n
高
嗅
り
を
抑
え
き
れ
ず
色
め
き
立
っ
た
の
は
言
う

ま
て
も
な
い
°
更
に
、
止
畏
時
郷
土
史
の
学
苦
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
た

r
土
佐
清
水

文
化
を
考
え
る
会
（
四
＋
人
）
」
が
受
入
且
乃
事
務
局

担
当
と
し
て
名
乗
り
を
上
け
て
く
れ
、
時
に
げ
酒
を

汲
み
交
わ
し
夜
更
け
ま
て
官
民
一
体
の
熱
気
溢
且
る

卓
廂
の
た
め
｛
い
議
論
を
続
け
た
C

し
か
も
『
早
，
玄
る

良
き
受
け
手
（
協
力
者
）
と
し
て
で
な
く
、
や
る
＜

ら
い
な
ら
一
座
の
座
員
に
な
り
き
ろ
う
』
、
『
帳
を
立

て
並
べ
て
公
演
日
を
市
民
の
祭
に
し
よ
う
f
‘
'
』
と
喪

で
熱
気
は
完
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
ー
・
（
同
館
長
談
）

こ
う
し
た
経
験
は
、
市
民
多
数
の
芸
術
文
比
に
対

す
る
潜
在
活
力
を
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
、
地
域
住

民
の
あ
る
種
の
文
化
的
飢
餓
か
ら
生
す
る
と
め
と
な

い
期
待
、
熱
情
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
同
館
の
企
画
・
運
営
面
で
陰
の
協
力
昔
と

な
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
意
義
も
黙
視
で
き
な
い
て
し
ょ

ょ，

ー・-- 14---



ふ
十
月
歌
舞
伎
公
演

菩

専

助

1
1

作

摂
州
合
邦
辻

骨
尋
助
l
"
作
比

紙

子

仕

立

両

面

鑑

二

幕

2
月
4
"
n
(
E
i
t
i
)
1
‘
認
日
（
水
｝

十
月
歌
器
伎
公
涼
竺
昴
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
色
ど
り
裂
定
な
峙
台
と
‘
名
気
溢
れ
る
至

芸
と
‘
＿
竺
＇
）
っ
＜

nと
堪
船
し
、
‘
出
ゆ
く
ま
て

味
だ
て
い
た
だ
け
る
二
本
の
演
目
・
と
お
楽

し
み
く
た
さ
い
。
中
村
歌
右
術
門
＇
片
岡
に

左
衛
門
と
い
う
二
人
の
人
間
同
宝
を
中
心
と

し
た
多
名
な
頗
触
れ
を
揺
え
、
右
典
歌
舞
伎

の
醍
醐
味
を
存
分
に
楽
・
し
め
る
公
演
に
な
る

も
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
J

《
樫
州
合
邦
辻
〗
〉

こ
の
作
品
は
武
家
の
人
褒
が
先
委
の
子

（
継
子
こ
に
不
伯
の
恋
・
ど
し
か
け
る
と
い
う
、

極
め
て
異
色
な
題
材
の
歌
舞
伎
圧
言
と
し
て

有
名
て
す
C

そ
の
面
繋
的
な
題
村
の
た
め
も

あ
り
、
大
歌
舞
伎
で
は
長
ら
＇
，
．
上
演
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
‘
明
治
末
頃
か
ら
採
り
あ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
代
歌
右
術

門
も
再
三
涼
に
当
り
役
の
一
っ
と
し
て
、

そ
の
芸
談
1

魁
玉
孜
話
」
て
も
愛
着
深
く
語

っ
て
い
ま
・
す
。
そ
の
後
継
者
で
あ
る
現
歌
右

術
門
も
、
二
十
i
歳
で
初
役
て
倹
じ
て
以
来

現
在
の
歌
舞
伎
界
で
も
屈
指
の
当
り
役
と
し

て
定
評
が
あ
り
ま
す
＂
ま
た
、
そ
の
際
同
じ

く
初
役
で
合
邦
道
心
和
勤
め
た
の
か
現
に
左

術
門
で
し
た
。
親
の
世
代
以
来
こ
の
二
役
を

競
演
し
て
き
た
両
優
の
芳
醇
な
舞
台
は
、
格

調
高
い
古
典
の
魅
力
を
満
喫
さ
せ
て
く
札
る

-・．＾ → `  ^ • •ヘ・• ^ ^ ^ ^ ^ ̂  ^ ̀  l 
文
化

庁

事

報
宕
成
子
仕
立
両
面
鑑
》

こ
の
作
品
ぃ
屯
京
大
版
を
舞
台
に
華
や
か

な
色
恋
t
」
＇
，
雰
匠
気
や
入
惰
を
濃
厄
に
写
し
出

し
た
芝
居
と
し
て
輿
欺
深
＼
，
、
東
京
て
は
昭

和
二
十
，
I
L
年
以
来
竺
十
三
年
ぶ
り
り
上
演
と

な
る
だ
け
に
、
在
に
見
逃
せ
な
い
舞
台
と
な

る
で
し
ょ
う

c今
回
は
校
島
屋

n家
の
芸
と

し
て
繰
り
返
し
こ
の
芝
居
を
演
じ
て
い
る
に

左
衛
門
が
、
自
易
の
一
i
,
4
「
'
ワ
，
9
ー
タ
を
完
成

す
る
謡
気
込
み
で
、
助
右
術
門
役
を
勤
め
ま

す

cト
一
方
な
ら
で
は
の
独
特
の
匂
い
や
懐
し

い
情
感
の
醗
し
出
さ
れ
る
芝
居
が
展
開
さ
れ

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
あ
ら
す
じ
）

大
阪
上
町
の
万
屋
の
倅
助
六
は
、
新
町
の

遊
女
揚
巻
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す

cそ
こ

で
、
悪
侍
か
ら
揚
巻
の
身
請
け
も
頻
ま
れ
た

万
屋
の
番
頭
伝
九
郎
の
正
ん
だ
悪
計
に
は
ま

っ
た
助
六
は
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
上
勘
当

さ
れ
、
揚
巻
と
二
人
て
困
り
呆
て
ま
し
た
。

そ
こ
へ
現
わ
れ
た
妻
の
お
松
に
対
し
‘
助
1

ハ

は
、
父
の
勘
当
を
肝
い
て
く
れ
れ
ば
揚
巻
と

別
れ
る
と
約
束
し
て
こ
の
場
を
去
り
ま
し
た
。

（
浮
無
瀬
の
楊
）

実
家
の
大
文
字
屋
へ
帰
さ
れ
た
お
松
は
、

て
＼
汎
と
頓
ま
れ
、
夫
の
た
め
と
万
屋
へ
の

義
理
を
考
え
て
差
知
し
ま
す
。
そ
こ
へ
助
右

衛
門
力
訪
れ
、
し
そ
か
に
揚
巻
を
請
出
し
た

こ
と
を
知
ら
せ
、
そ

c
件
は
蝉
決
し
ま
す

a

伝
九
即
や
悪
番
頚
背
尺
の
悪
企
み
も
8

路
類
し

て
一
件
は
落
噛
，
＇
）
ま
す
。
（
大
文
字
塁

n楊
]

今
そ
の
他
の
公
演
＾
l
O
月
＞

亨
邦
楽
鑑
賞
数
室
（
小
劇
場
）

三
本
音
楽
一
い
音
陪
と
旋
律
9
日
・
6

貼

＞
邦
楽
鑑
賞
会
了
小
削
鴇
）

常
磐
津
・
清
一
冗
(
]
会

5
]日
•
6
時

新
内
｛
〗
会
謬
日
・
6
時

女
点
義
太
吏
の
会
涅
B
0
・
，
．
品
時

＞
演
芸
こ
演
＂
工
場
）

上

席

1
日
I
I
O
日

1
時
上
暗
日
の
み
＇

中
帝

n
B
i)
2
0
日

(
1
悸
：
•
5
時
之

花

形

若

手

演

芸

会

”

『

日

：

i

時

国

立

名

・

八

会

2

4

言

口

，

1

時

警
芦
画
ど
活
弁
嘉
下
む
会
拓
日
・
1
時

落
語
特
選
会
ー
闘
楽
一
門
1
3
1
日
。
1
時

＞
能
楽
（
千
臥
ヶ
谷
能
楽
堂
i

0
定
例
公
演

園
音
薬
煉
，
歯
紅
葉
狩
7
1
日
・
1
時

国
鬼
瓦
・
個
大
蛇
1
6
日
・
6
時
半

0
普
及
公
演

国
鳴
子
・
揺
船
弁
認
1
0
日
・
1
時
半

i3
特
別
公
演

個
遊
行
柳
・
紐
柑
子
・
伽
陥
生
門
3
1
日
・
1
時
半

＞
文
楽
劇
場
（
大
阪
日
本
低
）

暁
踊
公
演
東
四
名
流
舞
踊
鑑
賞
会

誓
•
4
時
履
日
・

2

時

譴
疇
i
コ
汀
麟
喜
7お
問
合
せ

F
,
9。
]

：
大
刺
楊
・
小
刺
場
・
浪
芸
塙
公
演
）

0三
ー
四
＿
P
-
I
-
三一

□
（
能
楽
業
公
演
）

立
ハ
ー
ニ
ニ
ー
ー
ニ
五
1-

―
ー
（
文
楽
刷
塙
公
演
）
一~
 

定

価

年
間
購
読
料

ニ
尋

臨

告
及
び
予
定
J
：
扇
恩
息
墨
食
食
慮
書
斎
息
畠
息
羞
墨
貫
息
魯
贔
息
喜
扇
息
塁蕊

Q

附

金

技

術

の

一

っ

に

布

目

象

嵌

か

あ

る

。

重

要

無

形

文

化

財

保

持

者

・

＇

蕊

鹿

島

l

谷
の
家
系
は
、
四
代
に
わ
た
っ
て
こ
の
布
目
象
嵌
、
彫
金
の
仕
事
翁

臨
，
．
ー
を
業
と
し
て
き
た
。
技
法
自
体
は
南
蛮
渡
来
と
伝
え
ら
れ
、
占
正
阿
弥
系
臨

的
ー
：
一
の
彫
金
や
肥
後
愕
等
格
式
高
い
刀
装
具
の
細
工
に
利
用
さ
れ
た
。
明
治
当
蕊

3
0
日
i
•
著
作
権
審
誂
会
第
1
0
小
委
員
会
（
於
二
果
海
大
学
校
友
会
館
）
口
つ
ば

一
．
指
定
文
化
財
展
示
取
扱
講
醤
会
（
於
．
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
8
日
蕊
一
説
一
初
の
廃
刀
令
て
装
剣
亨
か
姿
を
消
し
始
め
る
と
、
装
身
具
、
芙
術
工
芸
蕊

一

ま

て

{

筐

品

の

製

作

に

転

用

さ

れ

て

い

る

。

一

谷

の

祖

父

が

布

目

象

嵌

て

一

世

を

風

謬

か
・
～
ざ
―
l

う
が
い

6

4日
一

・

全

国

高

等

学

校

紛

合

文

化

祭

（

於

こ

る

古

屋

市

）

7

日

ま

て

臨

4

靡
し
た
明
'
i
g
の
末
て
は
、
替
、
等
等
女
物
の
髪
飾
や
男
物
の
煙
管
、
そ
の
斑

氏
•
一

1
9
日
―
•
昭
和
記
年
度
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
研
修
会
（
東
日
本
地
区
）
蜃
一
舟
ほ
か
、
歴
亨
人
‘
紙
入
、
墓
口
、
手
提
な
ど
袋
物
の
習
金
具
、
帯
留
の
仕
事
蕊

一

（

於

は

国

立

国

語

研

究

所

）

2

0

日

ま

て

翁

一

表

』

が

繁

盛

し

た

J

柑

父

没

後

の

大

正

末

頃

て

も

、

作

者

の

所

へ

料

留

の

注

文

訳

臨

・

ゃ

↑

―

翁

L

|
し
ー
か
引
き
も
切
ら
す
穀
到
し
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
当
時

n富
ぶ
衣
り
婦
人
追

2

1

日

：

昭

和

如

年

度

中

固

帰

国

者

に

対

す

る

日

本

語

指

導

研

究

協

議

会

（

於

は

国

立

臨

，

，

蕊
の
闇
で
、
月
毎
に
帯
留
を
取
り
替
え
る
趣
味
，
l
J
あ
（
＇
た
風
潮
に
も
よ
ろ
う
。
屯
．

哭

、

布

目

象

嵌

の

段

取

り

と

ー

て

に

ま

ず

地

奄

の

表

を

薄

刃

の

哲

で

微

細

臨

国

語

研

究

所

）

函

翁

に

刻

み

、

切

り

目

を

付

け

る

。

次

に

金

、

銀

や

鉛

の

薄

い

板

企

を

そ

c

r

j

鋭

牽

•
昭
和
6
2
年
度
日
本
語
教
宵
機
関
連
絡
協
議
会
（
於
二
固
立
国
語
研
究
所
）

誓

・

昭

和

6

2

年

度

図

書

館

等

職

貝

蒋

作

権

実

務

喜

雲

三

岡

山

大

学

）

2

8

臨

い

ぎ

ざ

き

ざ

｛

り

上

か

ら

ぴ

t

た

nと
張
り
付
け
て
仕
上
げ
る
も
の
て
あ
る

e
翠

紐

も

ん

が

ね

a

臨

日

ま

で

こ

こ

で

は

、

本

象

嵌

の

よ

う

な

‘

紋

命

を

素

地

に

嵌

氾

一

絞

l
'
’
9ヽ

•
昭
和
6
2
年
度
中
田
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
研
修
会
（
西
日
本
地
区
）
泡
一
。
印
蔵
一
め
込
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
殆
ど
当
ら
な
い
。
作
品

P
·

i

-

r

n

m

l

ふ

｀

大

阪

外

語

大

学

）

四

日

ま

て

臨

品

指

，

1

.

）

ヽ

嘩

s

C

竺

0
水
指
て
は
、
秋
草
の
葉
祁
、
昆
虫
が
こ
の
右
法
て
墨
3
0

一
5

水
碑
『
葵
口
祉
i
,
i
i

言
＇
昭
和
茂
年
度
中
国
帰
国
言
対
す
る
目
本
語
指
導
研
究
協
議
会
（
於
＂
大
阪
羮
二
嵌
[
-
～
い
！
1
-
銀
地
に
表
さ
札
て
い
る
。
ま
た
象
嵌
名

r江
塁
〈
も
、
窮

一

外

諸

大

学

j

翠

ご

，

象

叩

評

屯

さ

一

そ

n布
目
様
に
刻
よ
れ
た
目
切
り
に
よ
る
も

2
J

翁

翁

一

め

目

、

9

こ

謡

塁

占

回

径

翁

-
•
昭
和
6
2
年
度
日
本
語
教
育
機
関
連
絡
椛
議
会
（
於
：
大
阪
外
語
大
学
｝
蕊
一
加
布
譜
尚
言
這
巌
何
れ
に
せ
よ
、
双
喜
賛
ぷ
な
く
て
済
む
。
茫
済
的
謎

臨

贔

の

使

法

な

観

点

か

ら

言

え

ば

、

金

、

然

を

誓

て

、

手

間

員

函

r

1

1

'

,

'

一

蒻

銀

秋

[
9

蕊

1
0
月
文
化
腎
行
事
予
定
~
臨
-
|
|
」

C
安
い
時
分
に
よ
喜
臼
た
細
工
法
で
茶
る
。
＇

5

技
法
の
中
心
地
は
東
京
、
京
都
、
熊
本
，
｀
．
＇
，
て
、

0

ロ

舌

美

／

口

T

/

/

]

/

場

4
t

]

畠

口

:

目

手

法

]

]

B

t

等

J

主

[

．

，

 

焚

」

＇

く

と

う

し

ぶ

い

t

‘

翁

特
こ
東
京
辺
0
で
は
赤
銅
亨
俗
に
言
う
四
分
一
を
p
:

,
1
 

m日
一

・

文

化

財

保

護

審

謡

会

露

（

文

化

を

分

珈

文

化

諜

文

化

財

潤

査

官

寄

謬

さ

證
褒

翁

9
4
"
V
9
'
,し•
L
:
し,
"
'
,
‘
9
9
,
'
,
1
9
,
'
‘
~
.
'
,
:
’
:
'
'
:
1
,
9
,
'
:
'
,
、
9
9
9
9
9
,
t
,
i
、

:
,
I
⇔
,
i
i
j
々
ー
．
淫
、
，
翠
ふ
忌
心
裕
ふ
裕
ヽ
型
お
応
や
霞
翌
咬

3
，
翌
‘
．5
尽
＄
’
t

o
、
葛
‘
心
亙
が
ゆ
妥
や
岱
e
、

3
ゃ
翠
知
応
災

3
,
0紗
心
い
｀
災
~
、
＇
芯
'
9忌

a
恙
‘
が
2
,心
0
,
'む
2
、
笙

広
告
の
問
合
せ
。
申
込
み
先

料
式
会
注
き
ょ
う
せ
い
営
業
課

1
E
L

□三
l

―こ
9

，
ハ
ー
ニ
―
四
了
代
表
1

「
文
化
庁
月
報
」
＋
月
号

（
通
巻
第
二
二
九
号
）

沼
和
況
年
1
0
月
5
日
印
剥
＇
発
行

紺

栴

文

化

庁

〒
潤
哀
京
都
千
代
川
区
四
が
関
3

丁
目
？
器
2
号

完
行
所
枡
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

人
社
〒
収
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
1番
立
炒

酋嘉―
T162"
ふ
京
都
新
宿
区
西
上
軒
町
認
爵
池

砒
話
｛
豆
―
-
}
"
i
.
i
ハ
A
1
ー
ニ
四
i
｛
代
宍
）

作
吠
n
c
l

座
東
京
j
L
I
-
i、i器

印
刷
所
朦
行
政
学
会
印
刷
所

一
八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

二
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）
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